
２学期がはじまりました。
９月１日（水）、長かった夏休みが終わり、2学期がはじまりました。今年の夏休みは、新型コロナ

ウイルスの感染状況から、緊急事態宣言［8月27日（金）～9月12日(日)まで］が発出され、この期
間の部活動と、8月の終わりに予定していた登校日が行えなくなりました。そんな状況で迎えた始
業式です。玉中でも生徒のみんなが一堂に会す始業式を行わず、校長室からオンラインで各教室へ
配信する形を取りました。

校長先生からは、岡山県に緊急事態宣言が発令されたことに関連した、次のような３つのお話し
がありました。
１つ目 『学校行事の延期について』…たくさんの制限が求められる中で精一杯取り組む姿は見てい

る人に感動を与えるはずである。新しい時代の玉中体育会の礎となるような体育会にして
欲しい。

２つ目 『行動について』…これまでも気をつけてきたところであるが、緊急事態宣言下では、これま
で以上に、「３密の回避」、「マスクの着用（更衣の場面でも）」、「マスクをはずす場面でも会話
をしてはならない」など、これからの生活の中できちんとした感染対策に取り組んで欲しい。

３つ目 『新型コロナウイルス感染症に対する偏見差別から玉中を守るために』…感染は誰にでも
起こりうること。心配なのは感染者や家族がつらい思いをすることである。これまでにもこ
の感染症が広がる中で、感染者や感染から回復した人、その家族の尊厳が傷つけられ、人権
が踏みにじられるような悲しい事案が報道されている。生徒、保護者、教員など、玉中の関
係者の誰もが傷つくことのないよう、お互いに支え合って欲しい。そのために「感染した人
への差別･偏見は許されない」「感染した人を特定しようとしたり、噂話をしたりしない」「ＳＮ
Ｓ等を通じて、不適切な情報発信をしない」ということを守って欲しい。

「緊急事態宣言」から「まん延防止等重点措置」にかわったけど…
岡山県の緊急事態宣言は、12日（日）で解除されましたが、13日（月）からは玉野市が「まん延防止

等重点措置」の対象地区に指定されました。コロナの感染状況が毎日報じられ、大都市圏に比べれ
ば、玉野市の状況はそんなに悪くないように聞こえるかもしれません。しかし、まだまだ安心できる
状況とは言えないようです。きちんと感染防止対策を取り、まずは「あなた自身が感染しない」よう
に、そして「あなたの周りの人も感染しない」、「感染が広がるのではないかと心配させない」ような
気遣いができる人、すべての人の「人権」にも配慮ができる人になって欲しいのです。
裏面に国の感染拡大防止ポスターを載せています。「正しく使おうマスク！」「こまめにしよう手洗

い･手指消毒！」「目指そうゼロ密！」とあるように、これらを意識して生活するように学校でも引き
続き指導していきますので、ご家庭でもお声掛けをお願いします。とはいえ、具体的な細かいことは

書かれていません。ポイントは飛沫による感染を防ぐです。そのために、3つの密、特に｢マスクなし｣
「大声｣「大人数」を避けるようにさせてください。また、岡山県からは「不要不急の外出の自粛」が
求められていますし、伊原木県知事も『本県が安全な地域になったわけではなく、緊急事態措置が延
長された場合と、同程度の厳しい要請とする』とコメントしています。コロナが落ち着くまで、もうしば
らくは我慢が必要なようです。

新しく玉中学校のみなさんを支えてくれる先生方です。
２学期からも多くの先生方にお世話になります。新たに2名の先生をお迎えし、それぞれの先生

方を着任式（オンライン）で紹介しました。１日（水）からは、家庭科の水島 早苗（みずしま さなえ）
先生、１３日（月）からは学校サポートスタッフの森光 和也（もりみつ かずや）先生をお迎えしています。
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